
2013年度関西学生バスケットボールリーグ戦
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
1 * 0 1 0 4 0 0 3 0 1 1 1 0 0 0
21 * 0 1 1 6 0 0 3 3 3 6 0 1 1 0
22 * 0 0 2 12 4 6 3 4 3 7 0 1 0 0
55 * 0 0 7 13 2 3 2 6 7 13 0 3 1 0
75 * 3 10 3 9 0 0 0 1 2 3 1 0 0 0
3 0 0 0 4 6 0 0 2 0 2 2 0 0 3 0
14 0 0 0 0 2 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0
20 0 1 4 1 2 0 0 3 0 0 0 1 0 0 0
72 0 0 0 1 2 0 0 0 1 1 2 0 0 0 0
91 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 * 2 6 1 7 1 2 1 1 4 5 2 1 0 0
9 * 2 5 1 3 0 0 4 0 1 1 1 0 1 0
21 * 0 2 2 5 0 2 4 0 3 3 1 1 1 0
34 * 0 0 7 11 0 0 2 3 4 7 1 0 0 0
74 * 0 4 4 8 5 6 1 4 4 8 1 3 3 0
3 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0
7 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
18 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
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戦評
第1ピリオド、甲南大学ボールで試合開始。甲南大は固いディフェンスからの速攻や#0田中の個人技などで得点をあ
げていく。一方大阪経済大学は甲南大のディフェンスに阻まれるが、#55三島を中心に攻めたて得点をつなぐ。しか
し、甲南大#74山本のシュートや#9大和の3Pシュートなどが決まり19-14と甲南大のリードで第1ピリオドを終える。
第2ピリオド、甲南大は速攻が上手く決まらずなかなか流れに乗れない。一方大経大は、順調に速攻で得点してい
き、点差を徐々に詰めていく。甲南大は攻め手が見つからず得点につながらない。大経大はこの間に逆転し25-27と
大経大のリードで第2ピリオドを終える。
第3ピリオド、大経大#75古和、#20五島の3Pシュートが決まり、ここで一気に点差を離していきたいところだが、甲南
大も#0田中、#9大和が3Pシュートを決め返し大量リードを許さない。しかし甲南大のインサイド陣のファウルが重なり
大経大にフリースローを与えてしまい、徐々にその差が開いていく。42-36と大経大リードで第3ピリオドを終える。
第4ピリオド、序盤に甲南大#9大和が４ファウルでベンチに下がるが、ディフェンスからの速攻を中心に得点を重ね
る。大経大は粘り強くルーズボールに絡み、それを得点に繋げ流れを掴んだように見えたが、なかなか点差が離れ
ない。しかし、それでも速攻や#55三島の3Pシュートで試合を決定づけ56-48で大経大が勝利した。
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